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特許状況：出願中

サイクロデキストランは、CI-7，CI-8，CI-9の低分子の環状イソマルトオリゴ糖であると報告されてきた
が、CI-10およびそれ以上の大きさのより高分子のサイクロデキストランを生産する菌を新たに発見した。
この菌を用いた高分子サイクロデキストランの製造法を開発した。

①高分子サイクロデキストラン合成酵素は、デキストランを加えた培地で培養すると誘導生産される。粗
酵素にデキストランを加えると効率的に高分子サイクロデキストランを生産することができる。
② CI-10はCI-7～-9同様抗う蝕性を有し、低分子CIではほとんど認められない包接能も有する極めて水
溶性の高い環状イソマルトオリゴ糖である。

①高分子CIに包接される物質の検索
② CIの大量生産法の開発
③より高分子あるいはCI-7より低分子のCIの検索と性質の解明

①抗う蝕剤、特開平８－５９４８４
②高分子サイクロデキストラン、その製造法及びそれに用いる微生物、特願２００２ー３３７７４８
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研究の内容

技術の特徴

参 考

今後の展開

水溶性 ○ ◎ ◎
抗う蝕性 × ○ ○
包接能 ○ ×～△ ○

HPLCによるオリゴ糖の検出
350K株は、T-3040株よりも遅く溶出されるオリゴ糖ピークd,e,f が検出された。

高分子ＣＩの機能性（包接能・抗う蝕性）

CI-10はγ-CDよりも有効にVBの退色を抑制。
ビクトリアブルー（VB）の包接

グルカン合成阻害作用
Streptococcus mutans菌由来のグルコシルトランスフェラーゼ
による歯垢の原因となるグルカン合成量が、CI-8同様、

CI-10、CI-11を添加することによって減少することがわかる。

多分岐
デキストラン水
解酵素による直
鎖の多糖・オリ
ゴ糖分解

350K株由来オリゴ糖ピークa,b,c,d,e,fの構造解析

13C NMR分析
オリゴ糖a,b,c,d,e,f はすべてα-1,6グルコシド結合

より成ると考えられる。

質量分析
a,b,c,d,e,f の推定分子量は順に1134,1296,1458,1620,1782,1944で、
グルコースが7,8,9,10,11,12個、環状に結合した分子量と一致する。
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